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19日㈯に保健福祉センター・市役所で「白井市就職フェア★合同企業説明会」を開催し
ます。各企業の個別説明などのほか、面接に役立つセミナーや無料相談を行います。

■市民活動まつり2016 …………………2
■市の人事行政の運営状況を公表………3
■全国瞬時警報システム（J―アラート）
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■平成29年度「学童保育所入所」申請の
受け付け……………………………………4
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白井市は
「ときめきと
み ど り あ ふ れ る

快活都市」
を目指します。

白 井 工 業 団 地
千葉県内企業数最多の内陸工業団地を動画でプロモーションします

　市と白井工業団地協議会では、市民、事業者、大学や研究機関などに
白井工業団地をオープンに知ってもらうため「白井工業団地フェスティ
バル（技術展・企業見学会）」を開催します。
　白井工業団地には、お台場にある「ガンダム」の塗装や超深海無人探
査機「江戸っ子1号」に技術力を提供している企業、スカイツリーに携わ
った企業、建物の装飾をする企業や身近にある医療器具を製造している
事業者など、技術力があり、魅力ある企業が多数集積しています。これ
らの事業者の魅力、白井工業団地をPRするため、企業見学もできるフェ
スティバルです。
このフェスティバルでは、展示会、企業見学会のほか、ビジネスマッ

チングにつながる産学官交流となる事業者、大学・研究機関同士による
意見交換会なども実施します。参加は無料です。
日時　12月2日㈮　午前10時～午後5時（受け付けは、公民センター内）
場所　公民センター
♦技術展　（約20社）　午前10時～午後5時
♦産学官異業種交流・市民との意見交換会　午後3時30分～ 5時
♦企業見学会　見学会のみ工業団地内（約10社）　午前10時～午後3時15分
※見学会のみ申し込みが必要になります。詳細は問い合わせてください。
西白井駅（北口３番乗り場付近）から公民センターまで専用バスで午前
10時から無料送迎バスを巡回運行します。車で来場する場合は駐車場が
あります。
■申・■問　一般社団法人　白井工業団地協議会（公民センター内） ☎（491）
0224、N（491）0222、{jimukyoku@shiroikyougikai.jpへ

白井工業団地産業フェスティバル
（技術展・企業見学会）を開催

　10月31日～ 11月2日の3日間、東
京ビッグサイトで開催された「産業
交流展2016」に白井工業団地から製
作されるテクノロジーを世界にPR
するため、出展しました。
　また、なし坊も登場して多くの人
に市と白井工業団地をPRすること
ができました。
参加企業　野水鋼業㈱、㈱進富、㈱
シルド、㈱パール技研、㈱ソフケン

おもしろい工業団地　PR動画制作しました

ウェブ上のどこからでも業態別に検索可能・各社の動画も
閲覧BtoB（ビジネスマッチング）の向上・雇用の拡大

地域経済の活性化・地域雇用の拡大・産業振興の向上

白井工業団地協議会 検索

　市と白井工業団地協議会では、国の地方創生に係る事業の一環として、ウ
ェブを使い動画を利用したホームページを制作し、市内外、全国に向けてプ
ロモーションする「白井工業団地PR・地方創生活性化事業」を実施しています。
白井工業団地は、中小企業を中心に約300社が集積しており、千葉県内では
企業数最多、内陸工業団地では193㌶の県内最大の内陸工業団地です。
　制作したホームページは、ウェブ上のどこからでも業態別、技術別に検索
可能な機能を備え、白井工業団地協議会に加入している各企業の動画も見る
ことができ、BtoB（ビジネスマッチング）機能も備えた画期的なものになっ
ています。
　また、産業フェスティバルの開催やマーケティング調査などさまざまな取
り組みを実施しています。
■問　商工振興課商工振興班　内線3241 ～ 3

白井工業団地ＰＲ・地方創生活性化事業

東京ビッグサイトで開催された「産業交流展2016」に出展

白井工業団
地が動画で
見られるよ

まず
は検
索、検

索

白井工業団地協議会PR動画付きウェブサイト
BtoB（ビジネスマッチング・各社検索機能）

　白井駅・西白井駅にPR看板
　を設置

北総線、京成線、都営浅草線、京急線
車内中吊り・ドア横にポスターを掲載

マスコミ・新聞など
プレスリリース

白井工業団地産業
フェスティバルを開催

日経テクノロジーオンライン
による記事のウェブ配信

「産業交流展2016」に出展

　市には、梨や自
じねんじょ

然薯、和菓子や洋菓子な
ど16品目のふるさと産品があります。
　ふるさと産品認定審査会で新たに「なし
ジャム」が追加になりました。
　ジャムになった白井の梨を味わってみま
せんか。お土産などにも最適です。
販売先　㈱ハタヤ　☎（492）0454（ハタ
ヤ3店舗、やおぱぁくなどでも販売）
■問　商工振興課商工振興班　内線3241

なしジャム

白井市ふるさと産品に「なしジャム」を新たに認定

※ホームページを数回に分けてリニューアルしていきます。

白井工業団地PR誘導戦略による効果

ウェブアクセス数の増
市および白井工業団地の認知度向上

白井市・白井工業団地協議会のブース

（一社）工業団地協議会提供

※BtoB（ビジネスマッチング）　企業間の商取り引きや企業間の物品売
買やサービスの提供、企業と金融機関との取り引きなどのこと

12月2日

空から見た白井工業団地
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最
近
で
は
S
N
S
を
利
用
し
、
販

売
目
的
を
隠
し
て
若
者
を
誘
い
出
す

方
法
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
S
N
S

経
由
に
な
る
と
、
路
上
な
ど
で
声
を

掛
け
ら
れ
る
よ
り
も
、
警
戒
心
が
薄

れ
て
し
ま
う
よ
う
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
目
的
を
隠
し
た
販
売

で
断
り
切
れ
ず
に
契
約
を
し
た
と
し

て
も
、
8
日
以
内
で
あ
れ
ば
ク
ー
リ

ン
グ
オ
フ
制
度
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
無
料
体
験
コ
ー
ス
を
受
け

る
た
め
店
に
行
き
契
約
を
し
て
も
、

一
定
要
件
を
満
た
せ
ば
ク
ー
リ
ン
グ

オ
フ
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
の
期
間
が
過
ぎ

て
し
ま
っ
て
も
、
契
約
の
取
り
消
し

や
業
者
の
設
定
し
て
い
る
違
約
金
よ

り
も
低
額
の
違
約
金
で
解
約
で
き
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
困
っ
た
と
き
は
一
人
で
悩
ま
ず
、

す
ぐ
に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
内
線
3

2
9
4
（
毎
週
月
〜
金
曜
日

　
午
前

10
時
〜
午
後
4
時

　
市
役
所
2
階
）

Q
　
S
N
S
に
写
真
を
ア
ッ
プ
し
た

ら
読
者
モ
デ
ル
に
な
ら
な
い
か
と
誘

わ
れ
、
興
味
が
あ
っ
た
の
で
応
じ
る

と
、
肌
荒
れ
が
目
立
つ
の
で
簡
単
な

写
真
撮
影
の
後
、
無
料
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
を
受
け
る
よ
う
言
わ
れ
た
。

エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
サ
ロ
ン
で
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
を
受
け
る
と
「
今
な
ら

特
別
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
割
引
価
格
が

適
用
さ
れ
る
」
と
言
わ
れ
契
約
を
し

て
し
ま
っ
た
が
、
高
額
な
契
約
金
額

の
た
め
払
え
そ
う
に
も
な
い
。
契
約

書
に
サ
イ
ン
を
し
て
も
解
約
す
る
こ

と
は
で
き
る
か
。（

20
歳
代
　
女
性
）

A
　
路
上
や
街
頭
な
ど
で
販
売
目
的

で
あ
る
こ
と
を
隠
し
て
「
ア
ン
ケ
ー

ト
」
や
「
無
料
の
モ
ニ
タ
ー
」
な
ど

と
称
し
て
声
を
か
け
、
美
容
や
健
康

な
ど
に
つ
い
て
の
不
安
を
あ
お
り
、

長
時
間
の
勧
誘
で
美
容
器
具
や
エ
ス

テ
テ
ィ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
、
健
康
食
品

の
契
約
を
さ
せ
る
「
キ
ャ
ッ
チ
セ
ー

ル
ス
」
と
い
う
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

年
金
事
務
所
で
年
金
の

予
約
相
談
を
実
施
し
て

い
ま
す

　
年
金
相
談
は
、
電
話
で
予
約
す
る

こ
と
で
、
公
的
年
金
に
か
か
る
相
談

を
待
ち
時
間
な
く
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
相
談
者
の
本
人
確
認
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
顔
写
真
付
き
の
身
分

証
明
書
（
運
転
免
許
証
な
ど
）
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
代
理
人
が
相
談
や
手
続
き
を
す
る

場
合
は
、
委
任
状
と
代
理
人
の
顔
写

真
付
き
の
身
分
証
明
書
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

予
約
受
け
付
け

　
希
望
日
の
1
カ
月

前
か
ら
前
日
ま
で
の
午
前
8
時
30
分

〜
午
後
4
時
（
月
〜
金
曜
日
）

※
予
約
の
際
は
、
基
礎
年
金
番
号
の

分
か
る
年
金
手
帳
、
年
金
証
書
を
用

意
し
て
く
だ
さ
い
。
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課
保
険
年
金

班
　
内
線
3
1
7
5

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

計
量
器
（
は
か
り
）
の

定
期
検
査
を
実
施
し
ま
す

　
商
店
や
工
場
、
病
院
、
学
校
な
ど

で
「
取
り
引
き
」
「
証
明
」
に
使
用

し
て
い
る
計
量
器
（
は
か
り
）
は
、

計
量
法
に
基
づ
き
2
年
に
1
回
の
定

期
検
査
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

日
時

　
12
月
13
日
㈫
・
14
日
㈬

　
午

前
10
時
30
分
〜
午
後
3
時
（
正
午
〜

生
活
用
品
交
換
広
場
を

利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
市
で
は
「
ご
み
に
出
す
の
は
も
っ

た
い
な
い
」
「
こ
ん
な
も
の
が
あ
っ

た
ら
譲
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
皆
さ

ん
の
橋
渡
し
を
す
る
た
め
、「
生
活

用
品
交
換
広
場
」
を
市
役
所
1
階
に

開
設
し
て
い
ま
す
。

　7月1日から9月30日までに市に申し出のありま
した寄附金は、136件で総額4,133,850円です。
　事業ごとの詳細は市ホームページで公表してい
ます。
■問　企画政策課企画政策班　内線3351 ～ 3

～善意ありがとうございます～
「まちづくり寄附金」

の申し込み状況を公表します

「
キ
ャ
ッ
チ
セ
ー
ル
ス
」

〜
そ
れ
本
当
に
モ
デ
ル
の
依
頼
で
す
か
〜

は
い
！
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
す
207

平
成
28
年
分
「
確
定
申

告
等
に
係
る
社
会
保
険

料
額
の
お
知
ら
せ
」
を

送
付
し
ま
す

　
こ
の
お
知
ら
せ
に
は
、
平
成
28
年

1
月
か
ら
12
月
末
ま
で
に
納
付
書
や

口
座
振
替
で
納
付
し
た
国
民
健
康
保

険
税
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
・

介
護
保
険
料
の
金
額
が
記
載
さ
れ
て

お
り
、
平
成
29
年
1
月
下
旬
に
は
が

き
で
送
付
し
ま
す
。

　
年
金
か
ら
特
別
徴
収
さ
れ
て
い
る

人
は
、1
月
下
旬
に
送
付
予
定
の「
公

的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」
に
年
間

の
納
付
額
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
年
末
調
整
を
行
う
た
め
に

納
付
額
の
確
認
が
必
要
な
人
は
、
各

課
窓
口
で
随
時
「
納
付
額
確
認
書
」

を
発
行
し
ま
す
の
で
、
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。

※
発
行
時
点
で
収
納
確
認
が
で
き
て

い
る
金
額
の
お
知
ら
せ
と
な
り
ま
す
。

問
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後
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齢
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療
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に
関
す
る
こ
と
　
保

険
年
金
課
保
険
税
班

　
内
線
3
1
7

1
〜
3
、
介
護
保
険
料
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関
す
る
こ

と
　
高
齢
者
福
祉
課
介
護
保
険
班

　

内
線
5
3
3
3
〜
5

　
交
換
広
場
に
登
録
さ
れ
た
情
報
は
、

生
活
用
品
交
換
広
場
や
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。

　
情
報
は
、
受
付
日
か
ら
原
則
3
カ

月
後
の
月
末
ま
で
掲
載
し
ま
す
。

　
譲
り
た
い
も
の
や
欲
し
い
も
の
が

あ
る
人
は
、
ま
ず
コ
ー
ナ
ー
へ
の
掲

載
申
し
込
み
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
紹
介
す
る
物
品
は
無
料
で
す
。

申
・
問

申
込
書
（
環
境
課
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
直
接
環
境
課

き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
班

　
内
線

3
2
7
5
へ

午
後
1
時
を
除
く
）

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

申
・
問

11
月
30
日
㈬
ま
で
に
直
接

商
工
振
興
課
商
工
振
興
班

　
内
線

3
2
4
1
へ

市民活動まつり2016～しりあう ひろばで いいえがお～
　市内では、さまざまな市民活動団体が地域の活性化や住みよいまちづくり
を目指して活動しています。
　市民活動をより身近に感じていただくとともに、活動に参加するきっかけ
づくりとして「市民活動まつり2016」を開催します。
　当日は「しろいふるさとガイドの会」による会場周辺約2㌔を歩く「法目地
区ウォークガイド」（市民活動推進センターへ事前申し込み）や、各団体が歌
や踊り、楽器演奏、販売、展示などを行います（スタンプラリーも開催します）。
　この機会に会場に足を運んでみませんか。
※詳細は、市民活動推進センターホームページ、各センターで配布している
市民活動推進センター情報紙「F

フ ロ ン テ ィ ア

RONTIER」で確認できます。
日時　12月4日㈰　午前10時～午後3時30分
場所　保健福祉センター
■問　市民活動支援課市民活動支援班　内線3151、市民活動推進センター　☎
（498）0705

1階イベント広場　スケジュール
開始時間 出演団体（内容）

10:00 開会式～開会宣言～
10:10 南山中学校吹奏楽部（ブラスバンドの演奏）
10:40 白井子どもの放射線問題を考える会（発表）
11:00 しろい・九条の会（プレゼンテーション）
11:25 I.M.エンジェル（ダンス実演）
11:55 白井スクエアダンスクラブ（実演・体験）
12:30 NPO法人みどりと大地の会（発表）

12:50 SINCS白井自然と芸術文化の会　コール・スワン（合唱）

13:15 1分間スピーチ・プレゼンテーション大会（まつりの
参加団体など）

14:00 柏おやじダンサーズ

14:30 Swing・Beat Team♪HIROSHIジャズバンド

15:05 全体合唱
15:20 閉会式
※開始時間は前後する場合があります。

参加の市民団体（主な内容）

1
階

NPO法人みどりと大地の会（梨みそ、にんにく関連商品）、成東プロジェ
クト（かやくご飯、漬け物など）、ししばの丘クレープハウス（クレープ
実演・販売）、白井茶華道協会（生け花展示）、白井国際交流協会（コーヒー、
クッキー）、白井スクエアダンスクラブ（ダンス実演・体験）、喫茶たん
ぽぽ（軽食）

2
階

しろいふるさとガイドの会、NPO法人谷田武西の原っぱと森の会、アダ
プト5

ごみぜろ

30クラブ、NPO法人しろい環境塾、EM白井野菜の会、白井シニア
ライオンズクラブ、NPO法人北総コラボレーション、NPO白井助け合い
ネット、市民活動推進センター運営委員会（以上展示）、白井再生可能エ
ネルギー協議会（展示・うちエコ診断）、まちづくり協力隊・双葉会（交
流・休憩喫茶コーナー）、NPO法人せっけんの街（リサイクルせっけん販売）、
白井環境ネットワークの会（展示・販売）、介護・認知症の家族と歩む会・
白井（展示・販売）、白井市ボランティア連絡協議会（展示・体験）

3
階

NPO法人住みよい地域づくり推進協議会、北総線の運賃値下げを実現す
る会、白井平和委員会、しろい・九条の会、アニマルフレンド、全日本
年金者しろい支部、ボランティアグループ緑の風、白井市民大学校（以
上展示）、NPO法人成年後見なし坊あんしんサポート（展示・相談）、白
井子どもの放射線問題を考える会（展示・発表）、SINCS白井自然と芸術
文化の会（展示・キャンディネックレス）

昨年の市民活動まつりの様子

お詫びと訂正　広報11月1日号表紙でお知らせしました11月27日㈰開催「ダンスフェスティバルVOL.15」の出演団体に、フラサークルキエレ（フラ）の
記載が漏れていました。お詫びして訂正します。
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　市では「白井市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」の規定に
基づき、市の職員数、職員の給与や勤務時間などの勤務条件、服務の状況
などを公表します。
　各項目の詳細は、市ホームページで確認することができます。
■問　総務課人事班　内線3314・5

❖職員の給与の状況
（ア）平成27年度普通会計決算における人件費の状況
住民基本
台帳人口
（平成27年
度末）

歳出額（A） 実質収支 人件費（B） 人件費率（B/A）

（参考） 
26年度の
人件費率

63,175人 20,401,513千円 1,088,472千円 3,260,199千円 16.0㌫ 17.9㌫
※普通会計とは、一般会計と給食会計を合わせたもの（水道会計と下水
道会計などの特別会計を除く）で、決算統計上ほか地方公共団体相互間
の比較や時系列比較が可能となるよう用いられているものです。
　人件費とは職員に支給された給与、共済組合事業主負担金、公務災害
補償基金負担金、市長など常勤の特別職・議員・教育委員会委員・選挙
管理委員会委員などの非常勤特別職に支給された給料･報酬などの総額
です。

（イ）平成27年度普通会計決算における職員給与費の状況
職員
数
（A）

給与費 1人当たり
の給与額
（B/A）給料 職員手当 期末・

勤勉手当 計（B）

379人 1,414,352千円 288,524千円 555,392千円 2,258,268千円 5,959千円
※職員数は全職員数から公営企業などの職員数を減じたものです。

（エ）職員の平均給料月額・平均年齢の状況（平成28年4月1日現在）
一般行政職職員 技能労務職職員

給料月額 給与月額 年齢 給料月額 給与月額 年齢

334,603円 411,425円
（378,162円） 43.0歳 290,417円 339,371円

（311,993円） 54.5歳

※カッコ内の数字は後日国が公表する予定の国家公務員平均給与と比
較ができるよう通勤手当、時間外勤務手当および特殊勤務手当を除い
たものです。「給与」は、給料と諸手当から構成されています。

（オ）職員の初任給の状況（平成28年4月1日現在）
区分 白井市 千葉県 国

一般行政職
大学卒 183,300円 183,300円 総合職　182,700円

一般職　178,200円
高校卒 149,000円 149,000円 一般職　146,100円

（ウ）職員の主な手当の状況（平成28年4月1日現在）

区分 内容・支給状況
支給実績
1人当たりの
平均支給年額

扶養
手当

扶養親族のある職員に支給する手当
●配偶者　月額13,000円
●配偶者以外の扶養親族　1人月額6,500円
（配偶者がいない場合は、1人目は月額11,000円）
※16歳から22歳までの子は1人月額5,000円が加算されます。

27,067千円

203,511円

住居
手当

借家などに居住し、家賃を支払っている職員などに支給する手当
●借家　家賃の額に応じて月額27,000円を限度に支給（家賃が
月額12,000円を超える場合に限る）

12,164千円

320,105円

通勤
手当

電車やバス、自家用車などにより通勤する職員に支給する手当
●電車・バス　6カ月定期券代など1カ月当たり55,000円まで全
額支給
●自家用車など　使用距離に応じて月額2,000円から31,600円
まで支給
※通勤距離が片道2㌔㍍を超える職員が対象です。

28,864千円

92,810円

管理職
手当

管理または監督の地位にある職員の職に応じて定額を支給する
手当
●部長職　月額70,500円　●参事職　月額61,100円
●課長職　月額57,500円　●主幹職　月額44,300円

32,501千円

663,286円

管理職
特別勤
務手当

管理職職員が臨時または緊急、そのほか公務運営の必要により
休日などに勤務した場合、職に応じて8,000円から12,000円ま
で（勤務時間が6時間を超える場合は50㌫増し）を支給する手当

135千円

67,500円

地域
手当

職員の給与水準が民間賃金の地域間格差を適切に反映されたも
のにするための手当
（給料月額＋管理職手当＋扶養手当）×6/100

89,028千円

248,682円

特殊勤
務手当

著しく危険、不快、不健康または困難な勤務、そのほか著しく
特殊な勤務に従事したときに支給する手当
●防疫処理手当　日額300円　●災害対策業務手当　日額500円
●行旅病人等取扱手当　行旅死亡人1件に付き3,000円、行旅病
人1件に付き1,000円　●動物死体処理手当　日額 300円

28千円

4,000円

時間外勤
務手当（休
日勤務手
当を含む）

通常の勤務時間を超過して勤務したときに支給する手当（管理
職を除く）
●勤務日における時間外勤務
1時間当たり当該職員の時間給単価×125/100（午後10時から翌
朝午前5時までの深夜勤務は150/100）
●週休日における時間外勤務
1時間当たり当該職員の時間給単価×135/100（午後10時から翌
朝午前5時までの深夜勤務は160/100）

98,737千円

391,813円

期末・
勤勉手当

民間のボーナスに相当する手当
※勤勉手当の支給割合は勤務成績により加減措置があり、職制
上の職務の級による加算処置があります。

555,392千円

1,667,844円

退職
手当

退職手当は、千葉県市町村総合事務組合で共同処理しており、同
組合の退職手当条例で支給率が規定されています。
退職時の給料月額に下表支給率を乗じて基本額とし、在職中
の職務の級に応じて決定される調整額と合算した金額となり
ます。
ただし、経過措置として平成18年度の制度改正により、平成
18年3月31日に退職したものとして改正前の規定により計算し
た場合の額が、実際の退職日において改正後の規定により計
算した額よりも多い場合は、その多い額を支給します。

254,323千円

16,954,849円区分 勤続20年 勤続25年 勤続35年 最高限度額
自己都合 20.445月分 29.145月分 41.325月分 49.59月分
勧奨・定年 25.55625月分 34.5825月分 49.59月分 49.59月分
※支給実績は平成27年度普通会計決算額です。

◆職員の任免および職員数の状況
（ア）部門別職員数の状況（各年4月1日現在）

部門
職員数 対前年

増減数平成27年職員数 平成28年職員数
一般行政（うち福祉）（人） 303（106） 313（116） 10（10）

教育（人） 68 66 △2
公営企業など（人） 42 43 1
合計（人） 413 422 9

※△はマイナスを表します。
　職員数は市長および副市長を除く職員の人数で、地方公務員の身分
を保有する休職者を含み、短時間勤務職員および臨時・非常勤職員は
除いています。

（イ）一般行政職職員の級別職員数の状況（平成28年4月1日現在）
区分 1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級 8級

計標準的な
職務内容

主事補 主事 主任主事
主査補 主査 副主幹

課長 部長
技師補 技師 主任技師 主幹 参事

職員数（人） 26 30 52 52 35 27 36 13 271
構成比（㌫） 9.6 11.1 19.2 19.2 12.9 10.0 13.3 4.8 100.1
※一般行政職職員の職務は、その複雑・困難および責任の程度に基づいて1級から8級に分類
され、標準的な職務はそれぞれの級における代表的な職名です。
　一般行政職とは、税務職・医療技術職・看護保健職・福祉職・企業職・技能労務職以外の
事務・技術職（再任用職員を除く）などです。
　構成比は小数点以下第2位を四捨五入しているため、合計は100とはなりません。

◆職員の勤務時間そのほかの勤務条件の状況
（ア）勤務時間の状況（平成28年4月1日現在）
1週間の勤務時間 勤務開始 勤務終了 休憩 週休日
38.75時間 8:30 17:15 12:00 ～ 13:00 土・日曜日

※各センターなど土・日曜日に勤務を要する場合は、勤務時間の割り
振りを変更することにより対応しています。

（イ）休暇などの状況（平成27年度）
休暇
の種類 休暇日数など 取得日・

件数

年次有給休暇年度につき20日間（前年度に未使用日数がある場合は、最大20日を翌年繰り越し）
平均
12.1日

夏季休暇 7月から9月までの間で8日間 平均7.3日

特別休暇 産前・産後休暇、配偶者出産休暇、結婚休暇、
育児時間休暇、忌引休暇など 189件

病気休暇 負傷または疾病のため療養を要する場合、必
要最小限度の期間 43件

介護休暇
（無給）

負傷・疾病または老齢により2週間以上にわた
り父母・子など親族を介護しなければならな
い場合、6カ月（再取得可）を限度として必要
と認められる期間

1件

育児休業
（無給）

満3歳に満たない子を養育するため当該子が3
歳に達する日までの期間を限度とする期間 19件

育児部分休業
（無給）

小学校就学の始期に達するまでの子を養育す
るため1日2回30分単位で2時間を超えない範囲 6件

◆特別職等の給料などの状況（平成28年4月1日現在）
　現在の給料月額は平成6年4月1日から適用しています。

区分 給料・報酬（月額） 期末手当

給料
市長 830,000円（747,000円）   6月期   1.85月分

12月期   2.00月分
    計       3.85月分

副市長 690,000円（655,500円）
教育長 650,000円（637,000円）

報酬
議長 390,000円   6月期   2.10月分

12月期   2.30月分
    計       4.40月分

副議長 320,000円
議員 300,000円

※カッコ内は白井市特別職等の職員の給与の特例に関する条
例に基づき、平成21年4月から平成27年5月21日までそれぞれ
一定の割合の額を減じた後の金額です。

◆公平委員会業務の状況
（平成27年度）
　公平委員会は、職員の
利益の保護と公正な人事
権の行使を保障するため
の機関で「勤務条件に関
する措置の要求に係る事
項」「不利益処分に関する
不服申し立てに係る事項」
ともに、該当案件はあり
ませんでした。

（イ）懲戒処分の処分状況
　懲戒処分は、職員の義務違反に対する道義的責任を問い、秩序
の維持を図ることを目的とした制裁的な処分で「免職」「停職」「減
給」「戒告」の4種類があります。平成27年度は、懲戒処分の該当
はありませんでした。

区分 処分者数（人）
処分事由 免職 休職 降任 降給
心身の故障
の場合 ― 5 ― ―

◇職員の分限および懲戒処分の状況（平成27年度）
（ア）分限処分の処分状況

※分限処分は、公務能率
の維持を目的とした処分
で「免職」「休職」「降任」「降
給」の4種類があります。

市の人事行政の運営状況を
公表します

期末手当 勤勉手当 計
6月期 1.225月 0.80月 2.025月
12月期 1.375月 0.80月 2.175月
計 2.60月 1.60月 4.20月
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■申・■問　12月6日㈫までに住所、氏名、電話番号、保育の有無を電話かEメール
で健康課健康づくり推進班　☎（497）3494・{kenkou@city.shiroi.chiba.jpへ

　楽集キッチンは、市と市民大学校OB会「発見五遊会」がコラボレーションし
た料理教室で、「わいわい・がやがや楽しく料理をつくりながら、知り合いづく
りや健康づくりをするための集いの場（キッチン）」です。
　今回は、自然薯をテーマとしたヘルシー料理です。
日程　下表のとおり
場所　保健福祉センター
対象　市内在住・在勤一般　18人（申し込み順）
保育　あり（1～ 3歳）
参加費　500円（材料費）

日程表
日時 メニュー 持ち物

12月13日㈫
10:00 ～ 13:30
（受け付け　9：45 ～）

とろろ麦ごはん、豚バラ
肉巻きソテー、団子汁、
デザート

エプロン、三角巾、手ふ
きタオル、布巾、台ふき、
筆記用具

楽集（がくしゅう）キッチン
～楽しくつくって自

じねんじょ

然薯料理を味わおう～ 保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

ま
す
。

　
放
送
試
験
当
日
は
、
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

放
送
日
時
　
29
日
㈫
　
午
前
11
時
ご
ろ

放
送
内
容
　
上
り
チ
ャ
イ
ム
音
「
こ

れ
は
、
テ
ス
ト
で
す
」（
3
回
繰
り

返
し
）、「
こ
ち
ら
は
、
ぼ
う
さ
い
白

井
で
す
」、
下
り
チ
ャ
イ
ム
音

※
災
害
発
生
や
気
象
状
況
に
よ
り
、

放
送
試
験
を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

問
　
市
民
安
全
課
消
防
防
災
班
　
内

線
3
3
2
3
・
5

　
地
震
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
災
害
時

に
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
J

―
ア
ラ
ー
ト
）
か
ら
送
ら
れ
て
く
る

国
か
ら
の
緊
急
情
報
を
防
災
行
政
無

線
を
通
し
て
確
実
に
皆
さ
ん
に
伝
え

る
た
め
、
全
国
一
斉
の
放
送
試
験
が

行
わ
れ
ま
す
。

　
放
送
試
験
は
、
市
内
各
所
に
設
置

の
屋
外
拡
声
子
局
か
ら
音
量
が
流
れ

防
災
行
政
無
線
を
用
い
た
全
国
一
斉
放
送
試
験

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
J
ー
ア

ラ
ー
ト
）
全
国
一
斉
放
送
試
験

「らーばんねっとケーブルテレビモニター」
が保健福祉センターに設置されました

　「市と㈱千葉ニュータウン
センターの連携協力に関する
協定」に基づき、らーばんねっ
とから市へディスプレイモニ
ターの設置の申し出があり、
保健福祉センター 1階ロビー
に「らーばんねっとケーブル
テレビモニター」が設置され
ました。
　行政情報や地域情報、緊急
時における災害情報などを発
信します。
■問　管財契約課管財契約班　
内線3343保健福祉センター 1階ロビーに設置したモニター

　市では、平成29年4月から学童保育所への入所を希望する子どもの「学童保育所入所」申請の受け付けを行います。
　学童保育所とは就労などの理由で、放課後、帰宅しても保護者が家庭にいない児童の保育を行い、児童が安心し
て過ごせるよう見守るための場所です。適切な遊びや生活の場を提供し、児童の健全な育成を図ることを目的とし
ています。
対象　市内の小学校に通う小学生の保護者で、次のいずれかに該当し、児童の保育ができないと認められた場合
●1日4時間以上、1カ月12日以上の就労で帰宅時間が午後3時以降
●母親の出産（出産月を基準に前2カ月と出産日から数えて57日目が属する月の末日まで）
●保護者の疾病や障がい
●同居や長期入院をしている親族の介護、看護
●災害復旧（火災などの災害に遭い復旧にあたっているなど）
●就学している
●その他、家庭での保育が困難と認められる場合
申請期間　12月1日㈭～ 28日㈬（土・日曜日、祝日を除く）　午前8時30分～
午後5時15分（水曜日は午後7時まで）
申請に必要な書類
●学童保育所入所許可申請書
●児童の保育ができないことを証明する書類（就労証明書など）
●児童調査票（緊急時連絡先、健康状態などを把握するための書類）
※その他、必要に応じて追加書類の提出を求める場合があります。
◆臨時受け付け窓口を開設します
　12月11日㈰の午前9時から午後5時まで、保育課窓口で受け付けを行います。
　詳細については問い合わせてください。
■申・■問　所定の申請書（保育課・市ホームページ、各学童保育所にあります）
に必要事項を記入の上、必要書類を添えて、12月28日㈬までに直接保育課保
育班　☎（497）3488へ

平成29年度「学童保育所入所」申請の受け付け
～申請期間は12月1日㈭から28日㈬までです～

市内学童保育所一覧
小学校名 学童保育所名 開設場所 連絡先

清水口小学校 清水口学童保育所
校舎内余裕教室

（491）3565

南山小学校
南山学童保育所

（492）0484
南山第2学童保育所

大山口小学校
大山口学童保育所

学校敷地内専用施設

（491）2364
大山口第2学童保育所 （492）6539

池の上小学校 池の上学童保育所 （492）5477
桜台小学校 桜台学童保育所 （492）7388

白井第三小学校
白井第三学童保育所 （497）2397
白井第三第2学童保育所 （402）3100

白井第一小学校 白井第一学童保育所 校舎内余裕教室 （492）2877

七次台小学校 七次台学童保育所 校舎内余裕教室（別
棟プレハブ校舎） （492）6630

※白井第二小学校には学童保育所はありませんが、白井第一学童保育所
を利用することができます。

工事日程　12月上旬～平成29年3月下旬　午前9時～午後5時（日
曜、祝日を除く）
※工事の実日数は23日程度です。
工事箇所　下図の①西白井駅西側の跨

こせんきょう

線橋　②南山1丁目地先の
跨線橋
工事内容　橋面舗装と伸縮装置の取り換え
※工事中は交通誘導員を配置します。
交通規制区間　下図の　　　　部分片側交互通行（①・②は国道
464号で一車線交通規制）
■問　道路課維持管理班　内線3214

橋
きょうりょう

梁 修繕工事のお知らせ



教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

二
ー
ト
・
ひ
き
こ
も
り

相
談
会

　
相
談
会
で
は
専
門
的
な
知
識
を
持

つ
精
神
保
健
福
祉
士
が
ア
ド
バ
イ
ス

を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
関
係
機
関

へ
の
紹
介
を
行
い
ま
す
。
気
軽
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

日
程
・
場
所

　
12
月
14
日
㈬

　
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー

相
談
時
間
　
1
件
目
・
午
後
6
時
20

分
〜
7
時
30
分
、
2
件
目
・
午
後
7

時
40
分
〜
8
時
50
分

対
象

　
市
内
在
住
で
中
学
校
を
卒
業

し
た
15
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
人
か
そ

の
保
護
者
・
家
族

受
付
件
数
　
2
件
（
予
約
優
先
）

相
談
料

　
無
料

申
・
問

　
相
談
会
に
参
加
す
る
人
の

氏
名
、
電
話
番
号
、
住
ん
で
い
る
地

区
、
相
談
し
た
い
人
と
の
続
柄
を
、

電
話
ま
た
は
E
メ
ー
ル
で
生
涯
学
習

課
社
会
教
育
班
　
内
線
3
4
3
1
・

 sy
o
u
g
a
i-g
a
k
u
sy
u
u
@

city
.sh
iroi.ch

iba.jp

へ

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
合
同
交
流
大
会

　
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員
に
よ
る
交

流
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
各
種
目
の

会
員
だ
け
で
な
く
、
興
味
の
あ
る
会

員
、
非
会
員
も
参
加
で
き
ま
す
。

※
交
流
大
会
の
参
加
費
は
無
料
で
、

各
ク
ラ
ブ
の
新
規
会
員
受
け
付
け
も

行
い
ま
す
。

◆
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
交
流
大
会

日
時

　
11
月
20
日
㈰
　
午
前
9
時
30

分
〜
正
午

場
所
　
白
井
第
三
小
学
校
体
育
館

◆
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
交
流
大
会

日
時
　
11
月
26
日
㈯
　
午
後
1
時
〜

ひだまりカフェ in梨の実ひろば
日時　24日㈭　午前10時～午後4時
場所　西白井複合センター
対象　一般（申し込み不要）
内容　喫茶、相談コーナー、体操、ゲーム、歌など
講演会　午前10時～「薬剤師による講話」、午後
1時30分～「認知症介護の心構えを共有しよう」
参加費　100円（飲み物代）
■問　梨の実ひろば運営委員会代表　近藤☎（492）
1650、地域包括支援センター☎（497）3474

サロン（集いの場）を開催
　小学校区単位の地域に住む人たちによる「地域ぐるみネットワーク会議」から生まれたサロン
（集いの場）を開催します。子どもから大人まで、どなたでも参加できます。
　老後のこと、介護のこと、認知症のことなど、1人で抱え込まず一緒に考えてみませんか。

子

ど

も

冨  

親
子
ク
ッ
キ
ン
グ

　
親
子
で
雪
だ
る
ま
パ
ン
と
ハ
ー
ト

の
チ
ョ
コ
チ
ッ
プ
パ
ン
を
作
ろ
う
。

日
時

　
12
月
3
日
㈯

　
午
前
10
時
30

分
〜
午
後
1
時

対
象

　
市
内
在
住
の
5
歳
か
ら
小
学

生
ま
で
と
そ
の
保
護
者
　
12
組
（
申

し
込
み
順
）

講
師

　
ジ
ャ
パ
ン
ホ
ー
ム
ベ
ー
キ
ン

グ
ス
ク
ー
ル
認
定
講
師

　
清
水
美
香

さ
ん

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
マ

ス
ク
、
布
巾
2
枚
、
手
ふ
き
タ
オ
ル
、

上
履
き
、
飲
み
物

参
加
費

　
1
組
5
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
11
月
26
日
㈯
ま
で
に
参
加
費
持

参
の
上
、
直
接
冨
士
セ
ン
タ
ー
へ

福  

お
や
こ
チ
ャ
レ
ン
ジ

　
あ
ん
ま
ん
と
肉
ま
ん
を
作
ろ
う
。

日
時

　
12
月
10
日
㈯

　
午
前
10
時
〜

午
後
1
時

対
象
　
市
内
在
住
の
小
学
生
と
そ
の

保
護
者
　
10
組
（
応
募
者
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

講
師

　
生
涯
教
育
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
　
吉
原
美
智
子
さ
ん

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手

ふ
き
タ
オ
ル
、
子
ど
も
の
み
上
履
き

参
加
費
　
1
組
5
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
11
月
30
日
㈬
ま
で
に
電
話
か
直

接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

公  

子
ど
も
ク
ッ
キ
ン
グ

　
み
ん
な
で
一
緒
に
「
ク
リ
ス
マ
ス

風
ビ
ー
フ
シ
チ
ュ
ー
」
を
作
っ
て
、

ク
リ
ス
マ
ス
を
先
取
り
し
よ
う
。

日
時

　
12
月
10
日
㈯

　
午
前
10
時
30

分
〜
午
後
1
時

対
象

　
小
学
生

　
12
人
（
申
し
込
み

順
）

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
マ

ス
ク
、
布
巾
、
上
履
き
、
飲
み
物

参
加
費
　
3
5
0
円
（
材
料
費
）

申
　
電
話
予
約
の
上
、
12
月
2
日
㈮

ま
で
に
参
加
費
持
参
で
直
接
公
民
セ

ン
タ
ー
へ

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

5
時

場
所
　
池
の
上
小
学
校
体
育
館

◆
テ
ニ
ス
交
流
大
会

　
非
会
員
も
参
加
で
き
る
交
流
ダ
ブ

ル
ス
戦
と
初
心
者
向
け
テ
ニ
ス
教
室

も
開
催
し
ま
す
。

日
時

　
12
月
3
日
㈯

　
午
前
9
時
〜

午
後
4
時
（
小
雨
決
行
、
荒
天
中
止
）

※
初
心
者
向
け
テ
ニ
ス
教
室
は
午
後

1
時
か
ら
2
時
30
分
ま
で
で
す
。

場
所
　
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

【
共
通
】

持
ち
物
　
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
テ
ニ

ス
以
外
は
室
内
履
き

問
　
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班

内
線
3
4
3
6

ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
養
成
講
座

　
近
年
の
健
康
志
向
に
よ
り
、
多
様
化
し
て
き
た
市
民
の

ス
ポ
ー
ツ
へ
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
の
指
導
者
を
養
成
す
る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　
全
課
程
を
修
了
し
た
人
に
は
「
白
井
市
公
認
ス
ポ
ー
ツ

指
導
者
」と
し
て
修
了
証
を
交
付
し
、市
の
ス
ポ
ー
ツ
リ
ー

ダ
ー
バ
ン
ク
に
登
録
し
ま
す
。

日
程
・
内
容

　
下
表
の
と
お
り
（
都
合
に
よ
り
変
更
の
場

合
が
あ
り
ま
す
）

場
所

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
の
20
〜
64
歳
で
、
今
後
地
域
ス

ポ
ー
ツ
指
導
に
積
極
的
に
参
加
で
き
る
人
　
15
人
（
申
し

込
み
順
）

※
参
加
者
が
5
人
に
満
た
な
い
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

参
加
費

　
3
、
9
0
0
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

申
・
問

　
往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
、
ス
ポ
ー
ツ
の
専
門
種
目
の
経
験
年
数
、
受
講
目
的
を

記
入
の
上
、
11
月
29
日
㈫
（
必
着
）
ま
で
に
生
涯
学
習
課

ス
ポ
ー
ツ
振
興
班
　
内
線
3
4
3
6
へ

スポーツ指導者養成講座日程表
日程 時間 内容

12月11日㈰
13：00 ～ 14：00 社会体育概論（生涯スポーツ概論）
14：00 ～ 15：00 総合型地域スポーツクラブの育成
15：00 ～ 17：00 スポーツ心理学

12月18日㈰
13：00 ～ 15：00 スポーツ医学
15：00 ～ 17：00 スポーツ生理学

1月22日㈰ 13：00 ～ 17：00 普通救命講習Ⅱ

1月29日㈰
13：00 ～ 15：00 スポーツ傷害の予防と応急処置

スポーツマッサージ

15：00 ～ 17：00 ストレッチ・ウオーミングアップ
などの実技

2月5日㈰
13：00 ～ 15：00 スポーツ指導論
15：00 ～ 17：00 スポーツと健康

冨士ひだまりサロン
日時　25日㈮　午後1時30分～ 3時30分
場所　愛の家グループホーム白井冨士
対象　一般（申し込み不要）
内容　喫茶、歌、脳の元気
度測定、折り紙、施設入居
者によるオルガン演奏など
参加費　100円（飲み物代）
■問　地域包括支援センター☎（497）3474、
社会福祉協議会☎（492）5713

2016.11.155

　　　　　　　　　　　白井梨マラソン大会上位成績者　　　　　　　（敬称略）

コース 部門 総合1位
市民の部

1位 2位 3位

2㌔㍍

親子ペア 稲毛瑠杏・広幸
（市原市）

萩野漣・
知

藤塚蒼空・
礼子

赤木羚瑛・
真二

小学4～
6年生

男子 落石悠太
（千葉市） 片桐幸大 青木琉雅 萩野颯

女子 和田水希
（我孫子市） 上野留実 鈴木可菜美 内山実桜

3㌔㍍
中学生男子 緒方諒

（白井市） 緒方諒 杉井達也 高橋侑世

中学生女子 奥田帆乃花
（松戸市） 柏木詩織 牧野茜里 梅澤美玲

5㌔㍍

一般
男子

39歳以下 重本潤
（流山市） 伊藤雄史 藤本直樹 安達健人

40歳以上 下村勧
（茨城県） 藤木久士 関英雄 森内知男

一般
女子

39歳以下 田中美賀子
（鎌ケ谷市） 平井美月 田村結 柴田亜実

40歳以上 松本恭子
（船橋市） 野村陽子 神田彩乃 花村貴美子

10㌔㍍

一般
男子

29歳以下 井上直紀
（東京都） 中丸敬三郎 布施亮平 石井一真

30 ～ 49歳 斉藤雄基（埼玉県） 山本宗孝 中里直樹 前野直人

50歳以上 高田和義
（東京都） 日浦敏郎 本橋章雄 石橋伸幸

一般
女子

29歳以下 根元香苗
（埼玉県） 谷端里菜 小川かおり 石井美有

30 ～ 44歳 綾部しのぶ（神奈川県） 中満有希 浅見千景 大木律江子

45歳以上 三浦可奈美
（市川市） 津田稔恵 岡田歩 梶原信子

　10月2日に開催した「白井梨マラソン大会」は好天に恵まれ、多くの
参加者が集まり、市内外の3,164人が完走しました。ランナーの皆さん
は「梨の里しろい」自慢の梨を試食し、乾いた喉を潤していました。
　大会の総合の部および市民の部の各部門上位成績者は、右表のとおり
です。
■問　生涯学習課スポーツ振興班　内線3436

市内外のランナーが健脚を競い合いました 親子ペアで元気よく選手宣誓！

みんなで手をつないでゴール！ 入賞おめでとうございます

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

白井梨マラソン大会結果白井梨マラソン大会結果



西  西白井複合センターまつり
日時　12月3日㈯・4日㈰　午前10時～午後3時
内容・日程・プログラム　下表のとおり

内容 日程 プログラム

展示
3日㈯・
4日㈰

押し花の額、書道、木彫り、編み物、手芸品、マクラ
メ、サークル活動内容紹介

発表・体験

3日㈯

10：30 ～自
じ
彊
きょうじゅつ
術の実技「健康体操自彊術」、11：00 ～

ウクレレ「フラミンゴ」、11：35 ～三味線「梨花　三
味の会」、12：00 ～ダンス「super girlz」、12：30 ～カ
ラオケ「すみれ会」、13：00 ～フラダンス「フラサー
クル・キエレ」、13：30 ～親和会カラオケ部「わらび会」

4日㈰

【視聴覚室】10：30 ～歌唱・キーボード合同発表「か
えるの合唱」「♯＆♭サークル」
【レクホール】10：00 ～大正琴「水陽会」、11：05 ～ダ
ンス「コパンドダンセ&Mimi Fille（ミミフィーユ）」、
11：55 ～ジャズダンスクラブ「レオタード」、12：15 ～
詩吟「黎

れいめい
明吟詠会」、12：40 ～カラオケ「すみれ会」、

13：05 ～邦舞「坂東玉帆会」、13：25 ～邦舞「秀麗会」、
13：55 ～ジャズ・オーケストラ「スイング・ホワイト」

3日㈯・
4日㈰

将棋対局、パソコン体験、七宝焼き体験（終日）、
11：00 ～平和映画DVD上映会

模擬店・
販売

3日㈯ おしるこ
4日㈰ 赤飯

3日㈯・
4日㈰

手作りみそ、焼きそば、スープ、喫茶、ケーキ、焼
き菓子、パン、バザー、編み物、手芸品、エプロン、
竹炭製品、七宝焼き

児童館

3日㈯ ポニー乗馬（終日）、13：00 ～お話会「ありのみお話会」

4日㈰
11：00 ～読み聞かせ「おはなし大好き」、13：00 ～模
擬俳句会「百鳥白井句会」

3日㈯・
4日㈰

子どもの広場、ゲームコーナー「白井子ども劇場」
（一部有料）

◆注意事項
●来場する際は上履きと下足袋を持参してください
●各センターで用意する来場者用駐車場は駐車台数に限りがあるため、
徒歩や自転車、車の乗り合わせなどで来場してください
※駐車場が用意できないセンターもあります。詳細は問い合わせてくだ
さい。
●プログラムの開催時間や内容は都合により予告なく変更する場合が
あります
●食べ物などの販売や無料配布は、なくなり次第終了します

センターフェスティバル日程表
センター名 開催日

西白井複合センター 12月3日㈯・4日㈰
白井駅前センター 2月25日㈯・26日㈰
公民センター 3月4日㈯
冨士センター 3月4日㈯・5日㈰
桜台センター 3月4日㈯・5日㈰
白井コミュニティセンター 3月11日㈯

　センターフェスティバルは、サークルや市民活動団体が1年間の学
習成果の発表や展示を行う場として、また各団体が作成した作品の販
売や子どもたちが楽しめる体験コーナーなど、地域の皆さんと交流で
きる場です。12月の西白井複合センターでの開催を皮切りに3月まで
各センターで開催します。各センターの実施日は下表のとおりです。

西白井複合センター（絵本の読み聞かせ）西白井複合センター（フラダンスの発表）

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

公  
ス
ポ
レ
ク
大
会

　
柔
ら
か
い
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
4
人

制
の
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
25
日
㈮

　
午
後
6
時
〜
8
時

30
分

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
者
　
10
組

（
申
し
込
み
順
）

参
加
費
　
1
チ
ー
ム
2
、
0
0
0
円

（
軽
食
費
、
賞
品
代
ほ
か
）

申
　
電
話
予
約
の
上
、
22
日
㈫
ま
で

に
参
加
費
持
参
で
直
接
公
民
セ
ン
タ

ー
へ冨  

そ
ば
打
ち
教
室

　
自
分
で
打
っ
た
、
打
ち
立
て
の
そ

ば
を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
12
月
4
日
㈰

　
午
前
9
時
30

分
〜
午
後
1
時

対
象
　
市
内
在
住
の
20
歳
以
上
　
20

人
（
申
し
込
み
順
）

講
師

　
健
康
文
化
都
市 

夢
・
ふ
れ

あ
い
サ
ー
ク
ル
の
皆
さ
ん

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
マ

ス
ク
、
布
巾
2
枚
、
手
ふ
き
タ
オ
ル
、

筆
記
用
具

参
加
費

　
7
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
11
月
26
日
㈯
ま
で
に
参
加
費
持

参
の
上
、
直
接
冨
士
セ
ン
タ
ー
へ

福  

ワ
ー
ド
で
年
賀
状
作

り
講
座

　
パ
ソ
コ
ン
の
ワ
ー
ド
を
使
っ
て
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
年
賀
状
を
作
り
ま
せ

ん
か
。

日
時
　
12
月
7
日
㈬
・
8
日
㈭
（
全

2
回
）　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

対
象

　
文
字
入
力
が
で
き
る
女
性

　

10
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

持
ち
物

　
筆
記
用
具

参
加
費

　
2
、
5
0
0
円
（
資
料
代
）

申
　
11
月
30
日
㈬
ま
で
に
電
話
か
直

接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

趣
味
・
教
養
・
学
習

公  

お
菓
子
作
り
教
室

　
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
と
芋
よ
う
か
ん

を
作
り
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
12
月
9
日
㈮
　
午
前
10
時
〜

午
後
1
時

対
象
　
一
般
　
16
人
（
申
し
込
み
順
）

講
師

　
お
菓
子
作
り
サ
ー
ク
ル
桜
の

皆
さ
ん

持
ち
物

　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
持

ち
帰
り
用
の
容
器

参
加
費
　
5
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
電
話
予
約
の
上
、
12
月
6
日
㈫

ま
で
に
参
加
費
持
参
で
直
接
公
民
セ

ン
タ
ー
へ

コ  

市
税
を
学
ぼ
う

　
私
た
ち
が
納
税
し
て
い
る
「
個
人

住
民
税
」
を
も
う
一
歩
掘
り
下
げ
て

学
び
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
12
月
12
日
㈪

　
午
前
10
時
〜

11
時
30
分

対
象
　
市
内
在
住
者
　
15
人
（
申
し

込
み
順
）

持
ち
物

　
筆
記
用
具

※
保
育
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
　
11
月
16
日
㈬
の
午
前
9
時
か
ら

電
話
か
直
接
白
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
へ

福  

コ
ッ
コ
広
場

　
地
域
の
プ
チ
起
業
家
に
よ
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
楽
し
み
ま
せ
ん

か
。
焼
き
菓
子
の
販
売
も
あ
り
ま
す
。

日
時
　
12
月
17
日
㈯
　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
　
午
前
10
時
〜
正
午
、
ワ
ン
デ
ー

シ
ェ
フ
ラ
ン
チ

　
正
午
〜
午
後
2
時

内
容
・
定
員
　
①
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー

ス
作
り
・
10
人

　
②
ガ
ラ
ス
ビ
ン
で

作
る
ク
リ
ス
マ
ス
ネ
ッ
ク
レ
ス
・
12

人
　
③
ジ
ェ
ル
ネ
イ
ル
＆
キ
ッ
ズ
ネ

イ
ル
体
験
・
10
人

　
④
ア
イ
シ
ン
グ

ク
ッ
キ
ー
作
り
・
10
人
　
⑤
ワ
ン
デ

ー
シ
ェ
フ
ラ
ン
チ
（
煮
込
み
ハ
ン
バ

ー
グ
、
ハ
ツ
タ
ケ
炊
き
込
み
ご
飯
、

パ
ン
ほ
か
）・
20
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費

　
①
1
、
5
0
0
円

　
②
8

0
0
円
　
③
2
0
0
円
　
④
・
⑤
5

0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
電
話
か
直
接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

公  

こ
け
玉
教
室
「
お
正

月
用
こ
け
玉
」

　
癒
や
し
の
こ
け
玉
を
作
っ
て
正
月

に
飾
り
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
12
月
17
日
㈯
　
午
前
10
時
30

分
〜
午
後
0
時
30
分

対
象

　
小
学
3
年
生
以
上

　
15
人

（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物

　
エ
プ
ロ
ン
、
タ
オ
ル
、
持

ち
帰
り
用
の
袋

参
加
費
　
2
、
0
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
電
話
予
約
の
上
、
12
月
2
日
㈮

ま
で
に
参
加
費
持
参
で
直
接
公
民
セ

ン
タ
ー
へ

子

育

て

公  

親
子
で
一
緒
に
ク
リ

ス
マ
ス
リ
ー
ス
を
作
り

ま
し
ょ
う

①
い
る
か
さ
ん

日
時
　
12
月
5
日
㈪
　
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

対
象

　
平
成
22
年
4
月
2
日
か
ら
平

成
26
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者
　
10
組

（
申
し
込
み
順
）

②
ぺ
ん
ぎ
ん
さ
ん

日
時

　
12
月
12
日
㈪

　
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

対
象

　
平
成
26
年
4
月
2
日
か
ら
平

成
27
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

子
と
そ
の
保
護
者
　
10
組
（
申
し
込

み
順
）

申
　
①
は
12
月
2
日
㈮
、
②
は
12
月

9
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直
接
公
民
セ

ン
タ
ー
へ

駅  

ク
リ
ス
マ
ス
会

　
み
ん
な
で
歌
っ
た
り
、
踊
っ
た
り

し
ま
し
ょ
う
。
サ
ン
タ
さ
ん
も
遊
び

に
来
ま
す
。

日
時
　
12
月
7
日
㈬
　
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

対
象

　
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

　
30

組
（
申
し
込
み
順
）

※
親
子
自
主
サ
ー
ク
ル
の
希
望
者
も

参
加
し
ま
す
。

参
加
費
　
3
0
0
円
（
プ
レ
ゼ
ン
ト
、

菓
子
代
）

申
　
11
月
25
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直

接
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

冨  

ベ
ビ
ー
＆
キ
ッ
ズ
お

話
会

　「
お
は
な
し
バ
ス
ケ
ッ
ト
」
に
よ

る
大
型
絵
本
な
ど
の
読
み
聞
か
せ
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
12
月
7
日
㈬
　
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

対
象
　
市
内
在
住
の
乳
幼
児
と
そ
の

保
護
者

　
10
組
（
申
し
込
み
順
）

申
　
前
日
ま
で
に
電
話
か
直
接
冨
士

セ
ン
タ
ー
へ

駅  

ベ
イ
ビ
ー
タ
イ
ム

　
一
足
早
く
正
月
飾
り
を
行
い
ま
す
。

洋
菓
子
を
食
べ
な
が
ら
、
子
育
て
の

情
報
交
換
も
し
ま
し
ょ
う
。

日
時

　
12
月
14
日
㈬

　
午
前
10
時
30

分
〜
正
午

対
象
　
生
後
2
か
ら
6
カ
月
ま
で
の

子
と
そ
の
保
護
者
　
15
組
（
申
し
込

み
順
）　

持
ち
物
　
バ
ス
タ
オ
ル
か
マ
ッ
ト
、

飲
み
物
（
保
護
者
用
）

参
加
費
　
1
5
0
円
（
菓
子
代
）

申
　
12
月
10
日
㈯
ま
で
に
電
話
か
直

接
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

 ～みんなでつどう・みんながまなぶ・みんなをむすぶ～
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募
集
・
伝
言
板

　タイトルの上にある西などは次の場所や
申し込み・問い合わせ先を示しています。
西西白井複合センター（月曜日休館）
〒270-1435、清水口1-2-1☎（492）1011
駅白井駅前センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（497）1151
冨冨士センター（月曜日休館）
〒270-1432、冨士239-2☎（446）1911
公公民センター（日曜日休館）
〒270-1406、中98-17☎（492）5266
桜桜台センター（月曜日休館）
〒270-1412、桜台2-14☎（491）7111
福福祉センター・青少年女性センター（日
曜日休館）
〒270-1415、清戸766-1☎（492）2022
シシルバー人材センター（土・日曜日休館）
〒270-1415、清戸765-2☎（498）1717
社社会福祉協議会（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5713
ボボランティアセンター（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5716
活市民活動推進センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（498）0705
コ白井コミュニティセンター（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）1505
白白井児童館（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）0166
※祝日・年末年始はすべて休館（所）です。
定期的に実施されている児童館事業などは、
掲載していないものもありますので、児童館
だより（各センターにあります）や市ホーム
ページで確認してください。

イ

ベ

ン

ト

◆
白
井
美
術
会
「
秋
季
展
」

　
白
井
美
術
会
の
日
本
画
・
洋
画
部

で
「
秋
季
展
」
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
22
日
㈫
〜
27
日
㈰
　
午
前
9

時
〜
午
後
5
時
（
初
日
は
正
午
か
ら
、

最
終
日
は
午
後
4
時
ま
で
）　
場
所

文
化
セ
ン
タ
ー
3
階
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー

問
　
松
岡
☎
（
4
9
1
）
9
3
5
9

◆
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
「
写
遊
人
」
写
真
展

　
会
員
そ
れ
ぞ
れ
が
好
き
な
ジ
ャ
ン

ル
で
切
り
撮
っ
た
シ
ョ
ッ
ト
を
展
示

し
ま
す
。
会
で
は
新
規
会
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
の
で
、
詳
細
は
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

日
程
・
場
所

　
①
11
月
25
日
㈮
〜
12

月
4
日
㈰
・
西
白
井
駅
コ
ン
コ
ー
ス

②
12
月
4
日
㈰
〜
13
日
㈫
・
白
井
駅

コ
ン
コ
ー
ス
　
③
12
月
13
日
㈫
〜
18

日
㈰
・
文
化
セ
ン
タ
ー
3
階
展
示
ギ

ャ
ラ
リ
ー
（
初
日
は
午
後
1
時
か
ら
、

最
終
日
は
午
後
3
時
ま
で
）

問
　
平
塚
☎
（
4
9
1
）
9
7
1
6

◆
労
災
職
業
病
な
ん
で
も
相
談
会

　
弁
護
士
、
労
働
安
全
衛
生
管
理
者
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
が
無
料

で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
程
・
場
所

　
①
11
月
26
日
㈯
・
千

葉
市
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

②
12
月
17
日
㈯
・
船
橋
市
勤
労
市
民

セ
ン
タ
ー
　
時
間
　
午
後
1
時
〜
4

時
　
対
象

　
一
般
（
予
約
不
要
）

問
　
千
葉
中
央
法
律
事
務
所
☎
0
4

3
（
2
2
5
）
4
5
6
7

◆
白
井
写
友
会
写
真
展

　
錦
秋
の
好
季
節
と
な
り
、
紅
葉
、

黄
葉
に
輝
く
自
然
や
可か
れ
ん憐
な
花
々
、

各
地
で
開
催
さ
れ
る
伝
統
行
事
な
ど
、

会
員
20
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
込

め
て
撮
っ
て
き
た
作
品
を
多
数
展
示

し
ま
す
。

日
程
　
11
月
30
日
㈬
〜
12
月
11
日
㈰

（
初
日
は
午
後
1
時
か
ら
、
最
終
日

は
午
後
3
時
ま
で
）　
場
所

　
文
化

セ
ン
タ
ー
3
階
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー

※
今
回
は
白
井
駅
、
西
白
井
駅
コ
ン

コ
ー
ス
で
の
展
示
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
　
小
野
☎
（
4
9
1
）
4
7
1
0

◆
法
律
・
税
金
・
登
記
無
料
相
談

　
弁
護
士
、
税
理
士
、
司
法
書
士
な

ど
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時

　
12
月
3
日
㈯

　
午
前
10
時
〜

午
後
4
時
（
受
け
付
け

　
午
前
9
時

30
分
〜
午
後
3
時
）　
場
所

　
ミ
レ

ニ
ア
ム
セ
ン
タ
ー
佐
倉

問
　
佐
倉
市
役
所
市
民
部
自
治
人
権

推
進
課
☎
0
4
3
（
4
8
4
）
6
1

2
8

◆
千
葉
県
男
女
共
同
参
画
地
域
推
進

員
事
業
「
心
も
暮
ら
し
も
輝
く
年
末

お
片
付
け
〜
家
族
で
楽
し
め
る
簡
単

整
理
法
〜
」

　
大
掃
除
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し

た
。
家
族
み
ん
な
で
楽
し
み
な
が
ら

で
き
る
片
付
け
法
を
伝
授
し
ま
す
。

日
時

　
12
月
3
日
㈯

　
午
前
10
時
〜

正
午

　
場
所

　
松
戸
市
女
性
セ
ン
タ

ー
ゆ
う
ま
つ
ど

　
定
員

　
50
人
（
申

し
込
み
順
）　
講
師
　
ラ
イ
フ
オ
ー

ガ
ナ
イ
ザ
ー
＆
整
理
収
納
ア
ド
バ
イ

ザ
ー

　
松
林
奈
萌
子
さ
ん

　
参
加
費

無
料

※
保
育
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問

　
11
月
25
日
㈮
ま
で
に
氏
名
、

住
所
、
性
別
、
年
代
、
電
話
番
号
を

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
で
千
葉

県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
☎
0
4

3
（
2
5
2
）
8
0
3
6
・

0
4

3
（
2
5
2
）
8
0
3
7
・ k

en

k
y
o
u
se
@
m
z.p
re
f.ch
ib
a.

lg
.jp

へ

◆
印
旛
沼
環
境
基
金
公
開
講
座

　「
い
ん
ば
沼
の
水
質
浄
化
を
考
え

る
〜
排
水
路
等
の
各
種
水
質
浄
化
施

設
を
事
例
に
し
て
〜
」
を
テ
ー
マ
に

開
催
し
ま
す
。

日
時

　
12
月
3
日
㈯
　
午
後
1
時
30

分
〜
3
時
30
分

　
場
所
　
ミ
レ
ニ
ア

ム
セ
ン
タ
ー
佐
倉

　
対
象
　
一
般
　

1
0
0
人
（
申
し
込
み
順
）　
講
師

公
益
財
団
法
人
印
旛
沼
環
境
基
金

　

本
橋
敬
之
助
上
席
研
究
員

　
参
加
費

無
料

申
・
問

　
電
話
で
佐
倉
市
役
所
環
境

政
策
課
☎
0
4
3
（
4
8
4
）
4
2

7
8
（
平
日
の
午
前
8
時
30
分
〜
午

後
5
時
）
へ

◆
介
護
就
職
デ
イ
就
職
面
接
会
i
n

船
橋

　
介
護
分
野
の
人
材
確
保
と
雇
用
の

促
進
を
図
る
た
め
、
介
護
職
を
希
望

す
る
人
を
対
象
に
し
た
就
職
面
接
会

を
開
催
し
ま
す
。

日
時

　
12
月
3
日
㈯

　
午
後
1
時
30

分
〜
4
時
（
受
け
付
け

　
午
後
1
時
）

場
所
　
船
橋
市
民
文
化
創
造
館
き
ら

ら
ホ
ー
ル
　
参
加
事
業
所
　
16
社

問
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
船
橋
第
1
職
業

相
談
部
門
☎
0
4
7
（
4
2
0
）
8

6
0
9

◆
白
井
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
協
議
会

①
う
ち
エ
コ
診
断

　
電
気
代
、
ガ
ス
代
な
ど
の
光
熱
費

か
ら
、
あ
な
た
の
家
庭
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
消
費
実
態
を
診
断
し
、
省
エ
ネ
に

つ
な
が
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
。

※
事
前
に
デ
ー
タ
提
出
が
必
要
で
す
。

日
時
　
12
月
4
日
㈰
　
午
前
10
時
〜

午
後
3
時
（
1
人
約
30
分
間
）　

②
省
エ
ネ
講
演
会

　
省
エ
ネ
は
な
ぜ
必
要
か
、
省
エ
ネ

に
は
日
常
生
活
の
中
で
何
を
ど
の
よ

う
に
変
え
た
ら
良
い
の
か
、
正
し
い

知
識
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
時

　
12
月
11
日
㈰

　
午
後
1
時
30

分
〜
3
時

【
共
通
】　
場
所

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
　
対
象
　
市
民
　
①
5
人
　
②
40

人
（
申
し
込
み
順
）　
講
師
　
環
境

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

　
佐
藤
ミ
ヤ
子
さ
ん

参
加
費

　
無
料

申
・
問

　
①
は
11
月
19
日
㈯
、
②
は

12
月
9
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
辻
川
☎

（
4
9
1
）
8
8
0
8
へ

◆
ク
リ
ス
マ
ス
★
フ
ェ
ス
タ

　
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
ク
ラ
フ
ト

教
室
、
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

◆
フ
ラ
サ
ー
ク
ル
・
キ
エ
レ
会
員
募
集

　
健
康
と
運
動
不
足
解
消
に
音
楽
を

楽
し
み
な
が
ら
一
緒
に
フ
ラ
を
踊
り

ま
し
ょ
う
。
体
験
申
し
込
み
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

日
時

　
毎
週
火
曜
日

　
午
前
10
時
〜

正
午

　
場
所

　
西
白
井
複
合
セ
ン
タ

ー
　
講
師
　
マ
カ
レ
ア
フ
ラ
ス
タ
ジ

オ
主
宰
　
中
島
ノ
リ
カ
さ
ん
　
入
会

金
　
1
、
0
0
0
円
　
月
会
費
　
3
、

0
0
0
円

問
　
望
月
☎
（
4
9
2
）
2
1
2
2

◆
千
葉
県
郡
市
交
流
中
学
生
テ
ニ
ス

大
会
（
団
体
戦
）
参
加
者
募
集

　
印
旛
郡
市
の
代
表
と
し
て
、
友
達

と
一
緒
に
大
会
に
参
加
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

日
程

　
平
成
29
年
2
月
26
日
㈰
（
雨

天
時
は
3
月
11
日
㈯
に
延
期
）

場
所

　
フ
ク
ダ
電
子
ヒ
ル
ス
コ
ー
ト

（
千
葉
市
）　
対
象
　
印
旛
郡
市
在

住
・
在
学
の
中
学
生
　
男
女
各
6
人

（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

持
ち
物

　
試
合
球
1
缶（
2
個
入
り
）、

昼
食

　
参
加
費

　
無
料
（
交
通
費
は

自
己
負
担
）

申
・
問

　
11
月
30
日
㈬
（
必
着
）
ま

で
に
往
復
は
が
き
に
氏
名
、
住
所
、

生
年
月
日
、
年
齢
、
学
校
名
を
記
入

の
上
、
白
井
市
清
水
口
1
―
5
―
11

―
3

　
印
旛
郡
市
体
育
協
会
テ
ニ
ス

専
門
部
事
務
局

　
田
内
よ
し
子
☎

（
4
9
2
）
2
1
0
5
へ

◆
陸
・
海
・
空
自
衛
官
募
集

　
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）
を
募
集

し
ま
す
。

応
募
資
格

　
平
成
29
年
4
月
1
日
現

在
で
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
子

試
験
日
・
試
験
会
場
・
受
付
期
間
　

①
12
月
10
日
㈯
・
習
志
野
駐
屯
地
・

11
月
22
日
㈫
ま
で

　
②
1
月
28
日
㈯
・

下
志
津
駐
屯
地
・
1
月
17
日
㈫
ま
で

問
　
千
葉
地
方
協
力
本
部
柏
募
集
案

内
所
☎
0
4
（
7
1
6
3
）
6
8
8
4

日
時
　
12
月
10
日
㈯
・
11
日
㈰
　
午

前
10
時
〜
午
後
3
時

問
　
千
葉
県
立
北
総
花
の
丘
公
園
☎

0
4
7
6
（
4
7
）
4
0
3
0

◆
S
I
N
C
S
ク
リ
ス
マ
ス
・
チ
ャ

リ
テ
ィ
・
コ
ン
サ
ー
ト
2
0
1
6

　「
ひ
ら
け
！
ポ
ン
キ
ッ
キ
」
8
代

目
お
姉
さ
ん
、
鈴
木
も
え
み
さ
ん
の

語
り
と
市
民
の
ダ
ン
ス
や
歌
で
つ
づ

る
ダ
ン
ス
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
み
に
く

い
ア
ヒ
ル
の
子
」
は
シ
ベ
リ
ア
か
ら

白
井
市
清
水
口
調
整
池
に
た
ど
り
着

く
ま
で
の
白
鳥
の
旅
物
語
で
す
。

　
こ
の
他
、
映
画
音
楽
特
集
や
講
演
、

展
示
な
ど
、
楽
し
く
盛
り
だ
く
さ
ん

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
開
催
し
ま
す
。

　
収
益
金
の
一
部
は
、
市
の
ま
ち
づ

く
り
寄
附
金
や
東
日
本
･
熊
本
大
震

災
復
興
支
援
金
、
白
鳥
の
会
に
寄
附

し
ま
す
。

日
時
　
12
月
11
日
㈰
　
午
後
2
時
〜

（
開
場
　
午
後
1
時
30
分
）　
場
所

文
化
会
館
な
し
坊
ホ
ー
ル

　
入
場
料

9
9
9
円
（
事
前
予
約
可
）

申
・
問

　
S
I
N
C
S
白
井
自
然
と

芸
術
文
化
の
会
事
務
局
☎
0
8
0（
4

7
2
7
）
8
7
1
8
・ sin

cs_

sin
cs@
y
ah
oo.co.jp

へ

◆
印
旛
郡
市
歯
科
医
師
会
市
民
健
康

講
演
会

　「
な
ぜ
、『
か
か
り
つ
け
歯
科
医
』

の
い
る
人
は
長
寿
な
の
か
？
」
を
テ

ー
マ
に
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

　
12
月
11
日
㈰

　
午
後
2
時
〜

4
時
30
分
　
場
所
　
成
田
市
文
化
芸

術
セ
ン
タ
ー
　
講
師
　
首
都
大
学
東

京
　
星
旦
二
名
誉
教
授

　
参
加
費

　

無
料

※
当
日
の
申
し
込
み
も
で
き
ま
す
。

申
・
問

　
12
月
4
日
㈰
ま
で
に
フ
ァ

ク
ス
か
メ
ー
ル
で
氏
名
、
住
所
、
電

話
番
号
を
公
益
社
団
法
人
千
葉
県
印

旛
郡
市
歯
科
医
師
会
☎
0
4
7
6

（
2
7
）
1
8
9
4
・

0
4
7
6

（
2
7
）
1
8
9
6
・ ida1894

@
y
o.rim

.or.jp

へ

高

齢

者

シ  
会
員
募
集
説
明
会

　
長
年
培
っ
た
知
識
や
経
験
を
生
か

し
な
が
ら
、
健
康
や
生
き
が
い
づ
く

り
の
た
め
に
仕
事
を
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

　
心
身
と
も
に
健
康
で
働
く
意
欲
の

あ
る
人
を
対
象
と
し
た
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

日
時
　
24
日
㈭
　
午
前
10
時
〜

場
所

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象

　
市
内
在
住
の
原
則
60
歳
以
上

（
自
由
参
加
）

福  

ピ
ザ
作
り
講
習

　
ピ
ザ
を
生
地
か
ら
手
作
り
し
ま
せ

ん
か
。

日
時

　
12
月
6
日
㈫
・
13
日
㈫

　
正

午
〜
午
後
3
時

対
象

　
市
内
在
住
の
60
歳
以
上

　
各

日
12
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽

選
）

講
師

　
日
本
製
粉
㈱
ク
ッ
キ
ン
グ
パ

ー
ト
ナ
ー

　
佐
藤
加
代
子
さ
ん

持
ち
物

　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
布

巾
、
持
ち
帰
り
用
の
容
器

参
加
費
　
5
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
11
月
28
日
㈪
ま
で
に
電
話
か
直

接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

福  

シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
作

り
講
習

　
ク
ラ
ン
ベ
リ
ー
と
ヨ
ー
グ
ル
ト
を

入
れ
た
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
を
作
り
ま

せ
ん
か
。

　
初
め
て
の
人
で
も
フ
ワ
フ
ワ
の
シ

フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
が
焼
け
ま
す
。

日
時

　
12
月
8
日
㈭

　
正
午
〜
午
後

3
時

対
象
　
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
　
15

人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

持
ち
物

　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
布

巾
、
持
ち
帰
り
用
の
容
器

参
加
費

　
4
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
11
月
26
日
㈯
ま
で
に
電
話
か
直

接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

シ  

パ
ソ
コ
ン
講
習
会

（
入
門
講
座
）

　
パ
ソ
コ
ン
（
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
10
）

の
基
本
的
な
使
い
方
や
ワ
ー
ド
・
エ

ク
セ
ル
の
基
本
を
楽
し
く
学
び
ま
せ

ん
か
。

日
時

　
12
月
12
日
㈪
〜
15
日
㈭
（
全

4
回
）　
午
後
1
時
45
分
〜
4
時
45
分

場
所
　
高
齢
者
就
労
指
導
セ
ン
タ
ー

対
象

　
健
康
で
就
業
や
社
会
参
加
活

動
を
希
望
す
る
市
内
在
住
の
60
歳
以

上
　
4
人
（
講
座
未
受
講
者
を
優
先

し
、
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

参
加
費
　
6
0
5
円
（
資
料
代
）

申
　
11
月
30
日
㈬
ま
で
に
電
話
か
直

接
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ

福  

お
菓
子
作
り
を
楽
し

む
会

　
タ
ル
ト
な
ど
簡
単
に
で
き
る
菓
子

を
月
1
回
作
り
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
12
月
14
日
、
1
月
18
日
、
2

月
15
日
、
3
月
15
日
（
各
水
曜
日
・

全
4
回
）　
正
午
〜
午
後
3
時

対
象

　
市
内
在
住
の
60
歳
以
上

　
15

人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
持

ち
帰
り
用
の
容
器

参
加
費

　
2
、
0
0
0
円
（
4
回
分

の
材
料
費
）

申
　
11
月
30
日
㈬
ま
で
に
電
話
か
直

接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

福  
門
松
作
り
講
習

　
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
玄
関
に
飾
る
本

格
的
な
門
松
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
12
月
26
日
㈪

　
午
前
9
時
〜

正
午

対
象
　
市
内
在
住
の
60
歳
以
上

※
12
月
22
日
㈭
の
午
後
1
時
か
ら
、

講
習
に
使
う
竹
を
伐き

り
出
す
作
業
を

行
い
ま
す
。
手
伝
い
を
し
て
い
た
だ

け
る
人
も
募
集
し
ま
す
。

申
　
電
話
か
直
接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

2016.11.157
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み ん な の ひ ろ ば

天　

幾
重
に
も
霧
の
流
る
る
比
良
暮
色

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堀
込

　
　
　
山
川
純
子

地
　
美
し
き
竹
の
春
あ
る
如
意
輪
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

冨
士

　
　
　
下
堂
薗
慶
子

人　

一
列
に
田
の
風
う
け
て
彼
岸
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
山
口

　
　
斎
藤
裕
子

【
選
評
】　

天
　
比
良
暮
色
の
言
葉
が
良
い
、
霧
が
秋
の
季
語
、
霧

の
流
れ
移
る
様
子
が
見
え
て
く
る
。
地

　
竹
の
春
と
言
う
緑
の
鮮

や
か
さ
を
思
わ
せ
る
。
俳
句
で
は
「
竹
の
春
」
が
秋
の
季
語
と
な

る
。
ま
た
如
意
輪
寺
の
寺
名
も
良
い
。
人
　
こ
れ
は
写
生
の
句
で

あ
る
。
あ
ぜ
一
列
に
彼
岸
花
が
咲
き
田
の
風
に
揺
れ
て
い
る
。
臨

場
感
が
あ
り
、
読
者
を
田
の
あ
ぜ
に
連
れ
て
行
く
よ
う
だ
。

昔
日
の
句
碑
を
見
守
り
柿
熟
る
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堀
込　
　
　

市
川
敦
代

何
処
か
ら
か
ピ
ア
ノ
か
す
か
に
十
三
夜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
山
口

　
　
上
坂
千
昭

穭
田
に
風
す
べ
り
落
つ
如
意
輪
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

冨
士
　
　
　
小
澤
喜
美
子

細
長
い
の
が
椎
の
実
よ
食
べ
ら
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

桜
台

　
　
　
黒
河
内
和
子

銀
杏
落
葉
し
お
り
に
せ
む
と
拾
ひ
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堀
込　
　
　

小
林
し
を
り

ど
こ
ま
で
も
歩
き
た
く
な
る
芒
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

冨
士

　
　
　
柳
沢

　
純

空
真
青
山
は
は
る
か
に
秋
桜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

南
山

　
　
　
山
下
じ
ゅ
ん
こ

湯
の
宿
に
差
す
月
か
げ
が
カ
ー
テ
ン
の

レ
ー
ス
の
模
様
を
畳
に
映
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

桜
台

　
　
　
米
井
詩
織

【
選
評
】
畳
に
カ
ー
テ
ン
の
レ
ー
ス
の
模
様
が
映
っ
て
い
る
こ
と

に
気
づ
き
、歌
に
す
く
い
上
げ
た
の
が
手
柄
で
す
。「
湯
の
宿
」「
月

か
げ
」
の
働
き
に
よ
り
旅
愁
漂
う
歌
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。

健
診
と
脳
の
元
気
度
テ
ス
ト
終
え

ほ
お
ば
る
梨
の
格
別
な
味

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

根
　
　
　
　
甲
斐
ミ
チ
子

豪
栄
道
十
四
日
目
の
優
勝
に

唇く
ち
ひ
き
し
め
て
仁
王
立
ち
せ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
の
上
　
　
関
根
千
浪

入
賞
を
逃
せ
ど
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
し
た
る
吾
子

「
梨
マ
ラ
ソ
ン
」
を
楽
し
げ
に
言
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

冨
士
　
　
　
望
月
玲
子

麦
茶
か
ら
彼
岸
の
緑
茶
に
か
え
た
朝

桜
も
み
じ
の
舞
い
散
る
が
見
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

南
山

　
　
　
山
本
庸
雄

　
　
※
俳
句
と
短
歌
の
入
選
作
は
氏
名
の
五
十
音
順
で
す
（
特
選
を
除
く
）。

　この夏オリンピックとともに開
催されたパラリンピックは、前回
に比べると報道される機会が多か
ったように感じられました。競技
の様子を見聞きし、感動を得た人
も少なくないでしょう。出場して
いた選手の皆さんは、障壁の片り
んも感じさせない人ばかり。そし
て、驚

きょうがく

愕の運動能力は私たちに大
きな感動をもたらしました。美し
い汗や涙、笑顔に人間の可能性や
希望を持つことの素晴らしさを改
めて感じましたね。
　人はそれぞれ違うのが当然です。
多様であるから「共に」生きる事
で感動が生まれるのではないでし
ょうか。見て分かる相違や接して
いくうち分かる相違を互いが認め、
理解し手を携えていく事が、世の
自然な姿と思います。
　障がいの有無も単に相違のひと

つで、人は皆平等です。今年４月
に、障がいを理由とする差別を解
消して、みんなが平等に生活でき
る社会づくりを推進するための
『障害者差別解消法』が施行され
ました。私たち民生委員もさらに
研修や学びを重ね、差別の無い社
会を作っていく手伝いをしたいと
思っています。
　また、日頃から障がいのある人
はどんな時に困るのか、どう助け
合えばよいのかを考えて、その情
報を市民の皆さんと共有したいと
思います。そのために、障がいの
ある人や家族の声をしっかり伺い、
その気持ちに寄り添う活動を続け
ていきます。
※この記事は民生委員児童委員連
絡協議会広報部会が作成しています。
■問　社会福祉課厚生班　内線
5303

あ
の
戦
争
を
語
り
継
ぐ

平
和
都
市
宣
言

30
周
年
記
念
連
載
⑧

ハ
ル
ピ
ン
で
の
終
戦
と

引
き
揚
げ

　
私
は
満
州
（
現
在
の
中
国
東
北
地

方
）
の
撫ぶ
じ
ゅ
ん順
で
生
ま
れ
、
ハ
ル
ピ
ン

で
育
ち
ま
し
た
。
花

は
な
ぞ
の
ざ
い
ま
ん

園
在
満
国
民

学
校
の
小
学
5
年
生
の
時
に
終
戦
を

迎
え
ま
し
た
。

　
当
時
の
ハ
ル
ピ
ン
は
と
て
も
き
れ

い
な
街
で
、
駐
在
の
日
本
人
や
白
系

ロ
シ
ア
人
も
た
く
さ
ん
お
り
、
幸
せ

な
日
々
を
す
ご
し
て
い
ま
し
た
が
、

終
戦
と
同
時
に
一
転
し
ま
し
た
。
日

本
人
は
外
出
し
な
い
方
が
い
い
と
言

わ
れ
、
集
団
自
決
用
の
火
薬
が
各
家

   

宮み
や
ざ
き
ゆ
き
こ

崎
幸
子
さ
ん

　
82
歳

　

                          

根
地
区
在
住

庭
に
配
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

　
静
ま
り
返
っ
た
住
宅
街
に
ソ
連
兵

が
叫
び
な
が
ら
、
自
動
小
銃
を
持
っ

て
強
盗
に
来
る
よ
う
に
な
り
、
私
た

ち
は
助
け
を
求
め
る
所
も
な
く
、
お

び
え
て
す
ご
す
毎
日
で
し
た
。
最
初

に
入
っ
て
き
た
ソ
連
兵
は
、
刑
務
所

上
が
り
で
た
ち
が
悪
い
と
の
う
わ
さ

が
あ
り
、
本
当
に
怖
か
っ
た
で
す
。

　
満
鉄
管
理
局
に
在
職
し
て
い
た
父

は
、
終
戦
後
社
内
の
会
議
中
に
戦
犯

と
し
て
突
如
ソ
連
兵
に
連
行
さ
れ

ま
し
た
。
元
部
下
の
中
国
人
駅
長

が
機
転
を
利
か
せ
て
助
け
て
く
だ
さ

り
、
1
カ
月
後
に
痩
せ
こ
け
て
戻
っ

て
き
ま
し
た
。
無
政
府
状
態
で
の
不

安
な
生
活
も
1
年
が
す
ぎ
、
待
望
の

引
き
揚
げ
が
始
ま
り
ま
し
た
。
8
月

末
の
暑
い
時
期
、
リ
ュ
ッ
ク
一
つ
で

無む
が
い
か
し
ゃ

蓋
貨
車
に
乗
っ
た
り
、
歩
い
た
り

し
て
野
宿
し
な
が
ら
乗
船
地
の
「
コ

ロ
島
」（
中
国
遼
寧
省
）
に
た
ど

り
着
き
ま
し
た
。
私
た
ち
は
無
事

に
到
着
し
ま
し
た
が
、
強
盗
に

遭
っ
た
り
し
た
人
た
ち
も
い
た
そ

う
で
す
。

　
港
で
迎
え
て
く
れ
た
日
本
の
船

員
に
、
皆
よ
ろ
こ
び
の
声
が
あ
が

り
ま
し
た
。
日
本
に
向
か
う
船
に

乗
る
こ
と
が
で
き
、「
も
う
大
丈

夫
ね
」
と
言
っ
た
親
の
「
こ
と
ば
」。

あ
の
表
情
を
今
で
も
思
い
出
し
ま

す
。
感
涙
し
て
い
ま
し
た
。
足
手

ま
と
い
の
私
た
ち
子
ど
も
を
守
り

連
れ
て
帰
っ
て
く
れ
て
、「
ア
リ

ガ
ト
ウ
」
と
感
謝
し
た
い
の
に
す

で
に
親
た
ち
は
お
り
ま
せ
ん
。
今

で
も
時
々
手
を
あ
わ
せ
て
「
ア
リ

ガ
ト
ウ
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。

問
　
企
画
政
策
課
男
女
共
同
参
画

室
内
線
3
3
5
4

※
体
験
談
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

す
ぐ
傍
（
そ
ば
）
に
い
ま
す

民
生
委
員
は

あ
な
た
の
暮
ら
し
の

♦リオ五輪で活躍した安藤選手が日本新記録で優勝！　
　リオ五輪後、初の大会に順調な仕上がりで臨んだ安

あ ん ど う み き こ

藤美希子選手が、10月
５日に行われたウエイトリフティング女子-63㌔級に出場し、スナッチ92㌔、
クリーン＆ジャーク120㌔、トータル212㌔で日本記録を7年ぶりに1㌔更新し
て優勝を果たしました。
　国体での優勝そして日本新記録の樹立、おめでとうございます。

　市内の少年野球チーム「七次台ジャガーズ」
に所属している横

よこやまえいた

山瑛太君（七次台小学校6年
生）が、「2016千葉ロッテマリーンズジュニア
チーム」の最終選考会に合格し、12月下旬に
行われる「ＮＰＢ12球団ジュニアトーナメント
2016」に出場します。この大会は、NPB（日本
プロ野球機構）とプロ野球12球団が連携して「子
どもたちがプロ野球選手への夢をより身近に持
てるように」と企画され、各球団の厳しい選考
会を経て選抜された小学5・6年生の選手がプロ
と同じユニフォームを着てジュニアチームナンバーワンを目指します。今年で
12回目となるこの大会からプロ野球に進んだ選手もいて、将来のスターが生ま
れる大会として注目されています。
　合格した横山君は「自分の実力を確かめたくて挑戦しました。自分の力だけ
で合格したとは思っていませんので、七次台ジャガーズのみんなに感謝してい
ます。基礎練習をしっかりやって優勝を目指して頑張ります」と抱負を語って
くれました。七次台ジャガーズの監督でもあるお父さんは「選ばれたからには
優勝を目指し、野球を長く続けてほしいと思っています」と話してくれました。

厳しい選考を勝ち抜き、夢へ挑戦！
「千葉ロッテマリーンズジュニアチーム」に合格

千葉ロッテマリーンズのユニフォーム
を着た横山瑛太君

♦子育てママが弓道競技に出場
　市内在住の金

か ね だ ゆ き

田由紀さんが、弓道競技成
年女子のメンバー（3人1組）として出場
し、健闘しました。金田さんは、子育てを
しながら市の弓道教室に通い現在、5段の
腕前です。高校生の子どもも弓道部に入部
し、「弓道が一家の生活の柱」となってい
るそうです。

♦高校3年生の鈴木梨羅さんがウエイトリフティ
ング女子-53㌔級に出場
　市内在住で県立松戸国際高校3年生の鈴

す ず き り ら

木梨羅さ
んが、ウエイトリフティング女子-53㌔級に出場し、
健闘しました。同校からはリオ五輪ウエイトリフ
ティング女子63㌔級に出場した松

まつもとなみか

本潮霞選手が卒
業しています。これからの活躍が注目される選手
です。みんなで応援しましょう。

「2016希望郷いわて国体（第71回国民体育大
会）」に千葉県代表として白井市の選手が出場！

競技に臨む金田選手

賞状を手に笑顔の安藤選手（いちご㈱提供）

練習中の鈴木選手

クリーン＆ジャークで日本新記録を更新した安藤選手
（いちご㈱提供）


